
府中市立府中学園

探究的な学習の在り方に関する

研究推進地域事業

令和３年度取組まとめ



府中市立府中学園

学級数：34学級

児童生徒数：840名



「郷土を愛し，世界へ目を向け行動できる
児童生徒の育成」

◎学校教育目標

◎研究主題

「学び続ける児童生徒の育成
～探究的な学習の単元開発・実践を通して～」



本校における総合的な学習の時間における
資質・能力についての児童生徒対象意識調査

育成を目指す資質・能力 5月 9月 2月

課題発見・解決力 79.1 76.4 84.4

コミュニケーション能力 81.3 79.9 81.5

粘り強く学習に取り組む態度 90.9 86.9 90.2

自己調整力 80.6 78.4 82.3

肯定的評価（％）



探究的な学習についての教職員対象意識調査

Q: 探究を意識した授業に前向きに取り組んでみたいと思いますか。           (%)

はい いいえ

令和３年５月 88.2 11.8

令和４年２月 97.7 2.3

Q: 探究を意識した授業をしていますか。 (%)

はい いいえ

令和３年５月 49.0 51.0

令和４年２月 56.7 43.3

探究的な学習の在り方に関する教員意識調査

Q: 探究を意識した授業に前向きに取り組んでみたいと思いますか。           (%)

はい いいえ

令和３年５月 88.2 11.8

令和４年２月 97.7 2.3

Q: 探究を意識した授業をしていますか。 (%)

はい いいえ

令和３年５月 49.0 51.0

令和４年２月 56.7 43.3

探究的な学習の在り方に関する教員意識調査



校内研修
①第１回校内研修（令和３年４月30日）

ア本事業について

イ資質・能力の設定

ウ探究、PBLについて

エ探究課題について



ア 令和３年度

実施計画書



イ 資質・能力の検討



【生活科及び総合的な学習の時間における育成を目指す資質・能力】

学習指導要領に示

す目標や内容
知識及び技能

本校の資質・能力 知識及び技能 課題発見・解決力 粘り強く学習に取り組む態度 自己調整力

思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

コミュニケーション能力

評価規準

ルーブリック

単元計画

児童生徒意識調査

振り返り



生活科及び総合的な学習の時間の資質・能力及びその定義

【本校の資質・能力及びその定義】

学習指導要領に示

す目標や内容
知識及び技能

本校の資質・能力 知識及び技能 課題発見・解決力 粘り強く学習に取り組む態度 自己調整力

定義

探究的な学習の過程におい

て、課題の解決に必要な知

識や技能を身に付け、課題

に関わる概念を形成し、探

究的な学習のよさを理解す

ること。

物事の中から課題を見いだ

し、解決の方向性を決定

し、解決方法を探して計画

を立て、結果を予測しなが

ら実行し、振り返って次の

課題発見・解決につなげて

いく能力。

自分で設定した課題に進ん

で取り組み、他者と関わり

ながら粘り強く課題解決を

図ろうとする態度。

学習目標に対する成果だ

けでなく、そこに向かっ

て自分なりに考えたり工

夫したり、また、他の子

供と対話したり協働した

りすることを通して、自

分の考えを修正しようと

する力。

いろいろな価値観や背景をもつ

人々による集団において、相互関

係を深め、共感しながら、人間関

係やチームワークを形成し、正解

のない課題や経験したことのない

課題について、対話をして情報を

共有し、自ら深く考え、相互に考

えを伝え、深め合いつつ、合意形

成・課題解決する能力。

学びに向かう力、人間性等

コミュニケーション能力

思考力、判断力、表現力等



②第２回校内研修（5月）

ア資質・能力について

イ単元開発について

ウルーブリック評価について



ア 育成を目指す
資質・能力の系統性

3・4年

知

技
①

②

③

④

⑤

５・６・７年

知

技
①

②

③

④

⑤

８・９年

知

技
①

②

③

④

⑤

知識及び技能 課題を解決するために必要な方法などを知っている。課題を解決するために調べたり整理したりまとめたりする。

思

判

表

課題発見・解決力
物事の中から課題を見つける力。見つけた課題を解決するために計画を考え取り組む力。取り組んだ結果をふりかえりながらま

た新しい課題を見つける力。

コミュニケーション能力 考えのちがう人の意見も大切にし、おたがいに意見を出し合い協力しながら取り組む力。

学

・

人

粘り強く学習に取り組む態度 むずかしい課題も、友達と助け合いながらあきらめず取り組む力。

自己調整力 課題を解決するための方法を自分なりに考え工夫する力。友達と協力する中で自分の考えを見直そうとする力。

自分で設定した課題に進んで取り組み，粘り強く課題解決しようとする態度。

自己調整力 学習のめあてに向かって自分なりに考えたり工夫したり、協働したりすることを通して、自分の考えを修正しようとする力。

知識及び技能
課題を解決するために概念や知識を理解する力。

課題について知ったり、生活に結び付けたりする。

思

判

表

課題発見・解決力
身のまわりの生活や社会の中から課題を見付け、解決するために方法を考え、計画を立て実践していく力。また、結果や方法を

ふり返り、疑問や新たな課題を見付ける力。

コミュニケーション能力 答えが一つではない課題について、相互に考えを伝え深め合いながら課題解決する能力。

学

・

人

粘り強く学習に取り組む態度

知識及び技能

思

判

表

課題発見・解決力

コミュニケーション能力

学

・

人

粘り強く学習に取り組む態度

自己調整力

探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識や技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを

理解すること。

物事の中から課題を見いだし、解決の方向性を決定し、解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って

次の課題発見・解決につなげていく能力。

いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団において、相互関係を深め、共感しながら、人間関係やチームワークを形成し、

正解のない課題や経験したことのない課題について、対話をして情報を共有し、自ら深く考え、相互に考えを伝え、深め合いつ

つ、合意形成・課題解決する能力。

自分で設定した課題に進んで取り組み、他者と関わりながら粘り強く課題解決を図ろうとする態度。

学習目標に対する成果だけでなく、そこに向かって自分なりに考えたり工夫したり、また、他の子供と対話したり協働したりす

ることを通して、自分の考えを修正しようとする力。



イ 生活科及び
総合的な学習の時間の評価

  

１年 ２年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

町づくり 環境 食 防災 健康 キャリア 府中市と私

町づくりや地域

活性化のために

取り組んでいる

人々や組織に関

する課題

環境配慮・廃棄

物対策への取組

やそれを支援す

る仕組みや人々

に関する課題

食をめぐる課題

とそれに関わる

地域の農業や生

産者に関する課

題

防災のための安

全な町づくりと

その取組に関す

る課題

・毎日の健康な

生活とストレス

のある社会に関

する課題

・実社会で働く

人々の姿と自己

の将来に関する

課題

生徒の興味・関

心に基づく課題

社会科

国語科

特別の教科道徳

社会科

図画工作科

算数科

社会科

国語科

家庭科

算数科

資質・能力 観点

知識

自分自身と身近

な人々、社会の

及び自然の特徴

やよさ、それら

との関わりに気

付いている。

自分自身と身近

な人々、社会の

及び自然の特徴

やよさ、それら

との関わりを理

解している。

地域の特産の良

さと課題、そこ

に携わる様々な

人の存在を理解

している。

身の回りのゴミ

問題を知るとと

もに、ゴミを減

らすためのさま

ざまな取組があ

ることを理解し

ている。

地域の農業のよ

さや携わる人々

の願い、地域の

自然を生かして

生産される代表

的な農作物を生

かしたまちづく

りが進められて

いることを理解

している。

自然災害や防災

ついて知るとと

もに，自助・共

助・公助の考え

があることを理

解している。

健康的な生活に

ついて理解しよ

うと理解するこ

とができる。

実社会で働いて

いる人々が感じ

ている課題や思

いを理解するこ

とができる。

府中市の未来を

考えるための、

府中市の課題や

特徴を理解して

いる。

技能

相手に応じた言

葉遣いで家族や

友達へのインタ

ビュー活動を

行ったり、観察

したことを絵や

文で表現したり

している。

相手や目的に応

じて、家族や地

域の人へのイン

タビュー活動な

どを行ったり、

分かったことを

言葉，絵，動

作，劇化などの

多様な方法に

よって表現した

りしている。

情報を比べて共

通点や相違点を

見つけることが

できている。

相手や目的に応

じた方法で聞き

取りやアンケー

ト調査を実施し

ている。

インタビューに

よる情報収集や

ポスター発表な

どの表現活動

を、相手や目的

に応じて実施し

ている。

インタビューや

質問紙などによ

る調査を正しく

行うことができ

ている。

自分に合うライ

フスタイルを提

案することがで

きる。

自分が将来働く

ために必要な挨

拶や言葉遣いな

どの技能を身に

付け、実践でき

る。

自分たちが調べ

た研究テーマに

ついての情報を

集めることがで

きる。

探究的な学

習のよさの

理解

学習したことを

基に、さらに学

習していきたい

ことを自分たち

で決めて取り組

みを進めること

ができることに

喜びを感じてい

る。

学習したことを

基に、さらに学

習していきたい

ことを自分たち

で決めて取り組

みを進めること

ができることに

喜びを感じてい

る。

地域の特産やそ

れに関わる人に

ついての理解が

深まったのは、

自ら課題を発見

し探究した成果

だと気付いてい

る。

ゴミ問題に対す

る自らの認識の

高まりや行動

は、探究的な学

習の成果である

ことに気付いて

いる。

食べ残しをしな

いなど，自分の

意識や行動の変

容は，食の問題

や生産者の願い

等について探究

的に学んだこと

による成果であ

ると気付いてい

る。

自分で自分の命

を守る意識と防

災の重要性への

認識の高まり

は，自然災害や

防災と自分達の

生活との関係を

探究的に学習し

てきたことの成

果であると気付

いている。

自らの生涯を通

した健康づくり

の意識の変容

は，100年人生を

健康に過ごすこ

とについて探究

的に学んだ成果

だと気付く。

働く意義につい

て深く考え、自

己の将来につい

て選択すること

ができる。

府中市の街に関

することと自分

たちの生活との

関わりについて

の理解は，探究

的に学習してき

たことの成果で

あることに気付

いている。

【生活科及び総合的な学習の時間の評価規準と単元との関わり】

府中市　　→　　　広島県　　　→　　　日本　　　→　　　世界　　　　→　　　自分自身

探究課題

教科との関連

知識及び技能

テーマ

学　年

学校教育目標を踏まえた

系統性とSDGsとの関連



生活科及び総合的な学習の時間の単元計画



ウ 生活科及び総合的な学習の時間のルーブリック



➂第３回校内研修（6月）

ア府中学園探究スタイルについて



ア 府中学園探究スタイル



④第４回校内研修（８月）

ア 単元開発の修正

イ ルーブリックの見直し



ア 単元開発について～生活科及び総合的な学習の時間の単元計画の作成と修正～

５月 ８月

単元構想シート



ア 単元開発について～生活科及び総合的な学習の時間の単元計画の作成と修正～

５月
８月



ア 生活科及び総合的な学習の時間の単元計画

5月 ８月



イ 生活科及び総合的な学習の時間のルーブリック

5月 ８月



生活科及び総合的な学習の時間のルーブリックの作成と修正

イ 評価

5月 ８月



⑤第５回校内研修（９月）

ア 思考ツールについて

イ 思考場面を取り入れた

探究的な授業案の作成



授業者全員が思考

場面を取り入れた

探究的な授業案を

作成

ア 思考ツールについて



計

画

実

行

イ 後期課程 保健体育



第３学年
総合的な学習の時間

実践



課題設定

府中市のことを調べて
詳しくなるために！

府中焼き作りたい…！

府中味噌作れるんじゃないの？

府中市のことを調べたい

何のために？

詳しくなったらどう
したい？

いろんな人に府中市
のことを教えたい！

味噌作ったってお姉
ちゃん言ってたなぁ…



学習計画、情報収集

（５）まとめ・表現



２学期

府中味噌・府中焼き・府中家具
青目寺・首なし地蔵・三郎の滝

（１）課題設定



（２）情報収集



（３）整理分析



11月２日 公開研究会

いつ

だれが

どれくらい



児童の成長

A児

選択肢

写す経験



ルーブリックの共有

なりたい姿の確認

B児



第６学年
総合的な学習の時間

実践



知
技 知識及び技能 ①

課題を解決するために概念や知識を理解する力。
課題について知ったり、生活に結び付けたりする。

思
判
表

課題発見・解決
力

②

身のまわりの生活や社会の中から課題を見付け、解決するために方
法を考え、計画を立て実践していく力。また、結果や方法をふり返
り、疑問や新たな課題を見付ける力。

コミュニケー
ション能力

③
答えが一つではない課題について、相互に考えを伝え深め合いなが
ら課題解決する能力。

学
・
人

粘り強く学習に取り
組む態度

④
自分で設定した課題に進んで取り組み，粘り強く課題解決しようと
する態度。

自己調整力 ⑤
学習のめあてに向かって自分なりに考えたり工夫したり、協働した
りすることを通して、自分の考えを修正しようとする力。

第６学年 総合的な学習の時間 １学期

「本校で育成を目指す資質・能力」「探究のサイクル」の確認



テーマ 「防災」

自分がどんなことを知っているのかを視覚化



課題設定
・「どうすれば～」
・「なぜ～」
・「どのような～」

調べたらすぐ分かりそう
みんなで考えたら分かりそう



情報収集、整理・分析 → まとめ・表現



情報収集、整理・分析 → まとめ・表現



夏の大雨

様々な災害についての知識・技能

１学期に得た知識が
役に立たなかった！

自分事に落とし込
めていなかった。

▲課題発見

２学期



なぜ災害で死ぬ人が

多いのか。

どうすれば避難すると
きに冷静な判断をする
ことができるのか。

低学年に危機感をもっ
て避難してもらうため
に必要なことは何か。

防災グッズの確認

避難訓練の実施

二
学
期

ゴ
ー
ル
の
明
確
化

相
手
意
識

スライドにまとめる。

児童A

一
学
期



「学びゲット」での振り返り児童A



○ 防災に対する「知識・技能」
△ 粘り強く学習に取り組む態度

低学年に危機感をもって避難して

もらうために必要なことは何か。

避難訓練
の実施

ポスター スライド クイズ

児童A



動物は災害を予知できるのか。

アラームや警報が出た時には

どのように行動するのがよいのか。

避難するときに必要なことは何か。

近所の人に安全に素早く

避難してもらいたい。

？？？

一
学
期

二
学
期

ゴ
ー
ル
の
明
確
化

相
手
意
識

・避難場所（経路）の確認
・防災グッズの準備
・警報レベルと
避難のタイミング

児童B



児童B



○ 学習計画
△ 資質・能力を振り返る・学習の見通し
△ コミュニケーション能力の育成

児童B



来年度に向けて

・教職員の交流の充実
・自己調整学習



ご清聴ありがとうございました。


